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静岡県庁職員として農業基盤整備
事業などを担当した後、2008年よ

り都留文科大学教授。市民活動論や富士山学などを開
講している。本業の傍ら、グラウンドワーク三島など、9
つのNPO法人の事務局長職を歴任。地域づくりや水辺
再生をしかける「まちづくりプロデューサー」の役割を、
全国に先駆けて先導している。

　グラウンドワーク三島は、英国で始まったグラウンドワークを全国に先駆けて導入し、市民・

NPO・企業・行政とのパートナーシップによる多様な環境・まちづくり活動を通じて、先進的な

環境再生、地域再生、農業再生、コミュニティビジネスなどの「現場モデル」を創りあげてきまし

た。現在、これらの現場モデルを全国へ普及させるべく、本年8月より、全国のグラウンドワーク

活動団体と連携して、「グラウンドワーク・インターンシップ」を進めています。

　今回の講習会では、グラウンドワーク三島の先進的な現場モデルを紹介するとともに、NPO

やボランティア団体などが、どのようなノウハウと知識を身につければ、より発展的な活動に強

化できるかの秘訣と処方箋を、英国の社会的企業の先進的事例も紹介しながら伝授します。

【講演会内容】
1. グラウンドワーク三島の先進的な活動のノウハウを紹介

2. NPO・ボランティア団体のマネジメント力とビジネス力育成の専門性を学ぶ

3. NPOの組織強化と起業を学ぶ「グラウンドワーク・インターンシップ」の概要　

「地域社会雇用創造事業」講演会

この事業は、内閣府「地域社会雇用創造事業」の一環として行われています。
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「NPO・ボランティア 発展のノウハウを伝授」
～先進的なマネジメント力とビジネス力を身につけるには～

講演会　NPO法人　グラウンドワーク三島主催

水15
30

　　富士のくに

NPO 活動センター

　「グラウンドワーク・インターンシップ」は、多様な実践現場を生きた教材として活用して、
NPO のマネジメントや地域協働ビジネスなどについて学ぶものです。NPO やボランティア、
地域ビジネスなどに興味をお持ちの方は、講演会場にお越しください。


